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わくわく、どきどき１年生
　町内小・中学校で入学式が行われました。
　大きな声で「はい！」。今日から１年生です。

（4月9日・撮影）
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平成31年度大山町一般会計当初予算

一　般　会　計

99億6千万円
～ 一人ひとりに光のあたるまちづくり ～

　平成31年度の当初予算が３月定例議会で可決されました。

　まちづくりの基本となる一般会計の予算額は、昨年度から２億8000万円減額の99億 6000万円となりま

した。

　行財政改革、地域振興、住みやすさの向上に向けた施策を推進し、町の重要課題である人口減少対策を積極

的に推進します。

〈歳出〉

民 生 費 25 億 7543 万円

総 務 費 15 億 7821 万円

公 債 費 14 億 105 万円

農 林 水 産 業 費 13 億 4885 万円

教 育 費 8 億 8599 万円

土 木 費 7 億 5760 万円

衛 生 費 6 億 9986 万円

消 防 費 3 億 7011 万円

商 工 費 2 億 1480 万円

そ の 他 1 億 2810 万円

歳 出 総 額 99億 6000万円

〈歳入〉

地 方 交 付 税 46 億 3000 万円

国  ・ 県 支 出 金 15 億 4235 万円

町 税 15 億 7235 万円

町 債 6 億 6740 万円

繰 入 金 3 億 9651 万円

寄 附 金 2 億 3338 万円

そ の 他 収 入 9 億 1801 万円

歳 入 総 額 99億 6000万円

一般会計〈構成比〉

〈 歳 入 〉

〈 歳 出 〉

地方交付税
（46.5％）

国・県支出金
（15.5％）

町税
（15.8％）

町債
（6.7％）

繰入金
（4.0％）

寄附金
（2.3％）

　　商工費（2.2％）

消防費（3.7％）

その他収入
（9.2％）

民生費
（25.9％）

総務費
（15.8％）

農林水産業費
（13.5％）

公債費
（14.1％）

教育費
（8.9％）

その他
（1.3％）

衛生費
（7.0％）

土木費
（7.6％）
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特　別　会　計

企業会計（水道事業）

会　計　名 予　算　額

土地取得会計 14 万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 938 万円

開拓専用水道特別会計 1071 万円

国民健康保険事業特別会計 21 億 7565 万円

国民健康保健診療所特別会計 3 億 6401 万円

後期高齢者医療特別会計 2 億 1784 万円

介護保険特別会計 23 億 1129 万円

農業集落排水事業特別会計 5 億 2407 万円

公共下水道事業特別会計 6 億 147 万円

会　計　名 予　算　額

風力発電事業特別会計 3990 万円

温泉事業特別会計 614 万円

宅地造成事業特別会計 2521 万円

索道事業特別会計 3035 万円

中山財産区特別会計 126 万円

上中山財産区特別会計 329 万円

下中山財産区特別会計 88 万円

逢坂財産区特別会計 79 万円

区　分 予算額

３条収益的収入 ２億 9521 万円

３条収益的支出 ３億 764 万円

4 条資本的収入 7841 万円

4 条資本的支出 １億 7042 万円

～町民一人あたりの予算 61 万 1493 円はこのように使われます～

※その他2万1052円　※計算方法／一般会計総額÷平成31年 3月末現在の人口（16,288人）

民生費
15 万 8118 円

教育費
5 万 4395 円

総務費
9 万 6894 円

土木費
4 万 6513 円

農林水産業費
8 万 2813 円

衛生費
4 万 2968 円

公債費
8 万 6017 円

消防費
2 万 2723 円

平成31年度当初予算の詳しい概要については、町のホームページで見ることができます。
http://www.daisen.jp/p/1/10/34/48/2/76/

【問い合わせ先】　財務課（☎０８５９-５４-５２００）
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平成 31年度の主な事業と予算
　主な予算を重点施策である『人口減少対策』『住みやすさの向上』『地域の産業振興』

に沿ってお知らせします。

人口減少対策

住みやすさの向上

■移住定住促進事業…………………………2399万円
移住交流サテライトセンターの運営経費および移住定住

を促進するための各種補助金等。

■宅地造成事業補助金………………………1700万円
町内への移住・定住を促進するため、大山町において１箇

所あたりの宅地造成が５区画以上の分譲地に対して、上

下水道整備費の補助を実施する。

■高等学校通学定期乗車券等購入補助金事業
　　　　　　　　………………………………1200万円

定期乗車券で公共交通機関を利用して高等学校等へ通学す

る生徒の保護者に対して定期乗車券の購入に要する経費を

支援する。

■学校給食費補助事業………………………3429万円
小中学校給食費の半額補助を行う。

■安心な道づくり街灯設置事業……………1000万円
道路利用者が安心・安全に利用できるよう、通学路などに

街灯（町管灯）の設置を行う。

■シルバー交付金事業……………………… 753万円
敬老事業や見守り活動などを行って、高齢者の生活支援

や地域の活性化を図る集落に対して財政支援を行う。

■こどもと楽しいまちプロジェクト事業…… 430万円
こどもと楽しいまちプロジェクト事業を実施する経費。

繋がりの機会を増やし、誰もが暮らしやすい地域づくり

に取組む。

■町民健康増進調査研究事業……………… 150万円
町民の生活習慣や疾病傾向、医療の受診動向などの調査

分析するとともに、健康教室などを通じた町民健康意識

や知識の向上を図る。

■民生委員協力員設置……………………… 106万円
民生委員の役割の重要性が増す中、なり手不足、見守り

活動が十分にできない等の状況を改善するため、「民生委

員協力員制度」を創設し、民生委員の負担軽減、活動の

充実により地域福祉の向上を図る。
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地域の産業振興

そ　の　他

■起業支援補助金
　　　　　　　　………………………………1000万円

既存施設をリノベーションし創業する事業者に対して支

援を行い町内での起業の促進や、地域産業の活性、地域

コミュニティ再生化を図る。

■鳥取梨生産振興事業
　　　　　　　　………………………………2501万円

新甘泉、秋甘泉をはじめとする鳥取県育成オリジナル新

品種、王秋等産地計画にあげている振興品種の導入を促

進し、梨農家の所得確保と産地の維持を図る。

■戦略的園芸品目（白ねぎ）総合対策事業
　　　　　　　　……………………………… 130万円

県の最重要園芸品目である白ねぎにおいて、県下全域で

の横断・複層的なネットワークづくり、新技術の集約、栽

培技術の高位平準化、規模拡大に必要な経費を助成する。

■がんばる漁業者支援事業
　　　　　　　　………………………………… 73万円

漁業者が行業経営改善を図るために漁船用機器の購入、

漁船改造等に係る経費に対して支援を行う。

■こうれい上屋付多目的広場整備事業 　　　　　　…

　　　　　　　　………………………………9773万円
老朽化している高麗体育館を解体し住民の安全を守ると

ともに、新たな交流の拠点施設を整備し、地域の交流促

進を図る。

■名和公民館空調設備更新工事　　　　　　　　　  

　　　　　　　　………………………………4246万円
経年により修繕が不可能となった名和公民館空調設備及

びキュービクルの更新を行う。

■ふるさと応援基金事業　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　　　……………………… ２億3118万円
ふるさと納税制度を町内外に広く周知し、ふるさと納税

制度の普及促進を図り、大山町を応援していただく寄附

者の増加に取組む。

■農業水路等長寿命化・防災減災事業　　　　　　  

　　　　　　　　………………………………1250万円
農業水利施設の機能の安定的な発揮に必要な改修工事を

実施し、長寿命化対策及び防災減災対策を行う。

■小学校児童用パソコン更新事業　　  

　　　　　　……………………2866万円
耐用年数を過ぎた各小学校児童用パソコ

ンの更新を行い、ICT教育の環境を整備す

る。
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！
協働のまちづくり

　

や
ら
い
や
逢
坂
は
、
今
年
で
５
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
３
月
31
日
の
開
所
記
念
式

で
は
、
多
く
の
方
に
来
場
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
逢
坂
地
区
全
体
の
ま
ち

づ
く
り
活
動
継
続
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
５
月
の
活
動
は
次
の
と
お
り
予
定
し

て
い
ま
す
。

【
中
山
温
泉
朝
市
】
毎
月
第
１
日
曜
日

◆
日
時　

５
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
～
11
時
30
分

◆
会
場　

な
か
や
ま
温
泉
生
活
想
像
館

【
そ
ば
き
ち
】
毎
月
第
２
土
曜
日

◆
日
時　

５
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　

そ
ば
道
場　

10
時
～
14
時
（
※
１
）

　
　
　
　

き
ち
基
地　

10
時
～
16
時
（
※
２
）

◆
会
場　

旧
逢
坂
保
育
所

◆
内
容　

そ
ば
道
場
と
冒
険
遊
び
場
き
ち

基
地
の
同
時
開
催
。
そ
ば
道
場
で
は
子
ど

も
サ
イ
ズ
の
そ
ば
打
ち
道
具
が
揃
っ
て
お

り
、
親
子
で
そ
ば
打
ち
体
験
が
で
き
ま
す
。

き
ち
基
地
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に

遊
べ
ま
す
。

（
※
１
）
そ
ば
道
場
と
は
？

　

こ
ね
る
・
延
ば
す
・
切
る
・
茹
で
る
、

の
行
程
が
体
験
で
き
ま
す
。
茹
で
た
そ
ば

は
、
冷
水
で
し
め
、
ざ
る
そ
ば
に
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
一
人
前
は
、
十
分
お
腹
い
っ

ぱ
い
に
な
る
量
で
す
。

◆
参
加
費　

一
人
前
６
０
０
円

（
※
２
）
き
ち
基
地
と
は
？

　
「
自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ
」
が
モ
ッ

ト
ー
。
家
で
は
で
き
な
い
事
や
、
木
工
が

で
き
ま
す
。
対
象
は
０
歳
～
１
０
０
歳
ま

で
。
未
就
学
児
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

で
す
。
と
に
か
く
子
ど
も
の
遊
び
は
、「
う

る
さ
い
・
き
た
な
い
・
危
な
い
」
も
の
。

大
人
が
見
て
い
る
と
つ
い
、「
や
め
な
さ

い
」
と
言
っ
て
し
ま
う
こ
と
ば
か
り
。
で

も
、遊
び
場
で
は
、大
人
は
ち
ょ
っ
と
我
慢
、

我
慢
。

　
「
本
当
に
危
険
な
こ
と
」「
人
を
傷
つ
け

る
こ
と
」
以
外
は
見
守
っ
て
あ
げ
て
、「
少

し
の
仕
掛
け
」
を
し
て
あ
げ
る
こ
と
で
子

ど
も
は
自
由
に
遊
び
ま
す
。
大
人
は
そ
ん

な
子
ど
も
を
見
守
り
な
が
ら
の
テ
ィ
ー
タ

イ
ム
が
お
楽
し
み
で
す
。

　

遊
び
中
の
怪
我
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
処
置
を
行
い
保
護
者

へ
連
絡
し
ま
す
が
、
傷
害
保
険
に
も
加
入

し
て
い
ま
す
。

◆
参
加
費　

小
学
生
以
上
１
人
１
０
０
円

～
３
０
０
円
（
未
就
学
児
無
料
）

　

汚
れ
て
も
い
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

今月は「やらいや逢坂」と
「ふれあいの郷かあら山」です。

『
や
ら
い
や
逢
坂
』

　

５
月
も
は
り
き
っ
て
い
ま
す
！
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『
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
』

高
麗
地
区
に
新
た
な
風
を
!!

　
「
ふ
れ
あ
い
の
郷
か
あ
ら
山
」
は
、
健
康
部

会
・
サ
ロ
ン
部
会
・
お
宝
部
会
・
キ
ッ
ズ
部

会
で
構
成
さ
れ
、「
地
域
の
課
題
解
決
」
や
「
よ

り
楽
し
い
ま
ち
と
な
る
よ
う
な
活
動
」を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
キ
ッ
ズ
部
会
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　

キ
ッ
ズ
部
会
は
、
か
あ
ら
山
が
設
立
さ
れ

た
当
初
か
ら
活
動
し
て
い
る
部
会
で
す
。
こ

れ
ま
で
安
心
安
全
な
子
ど
も
た
ち
の
『
学
び

場
』
づ
く
り
や
、
様
々
な
体
験
行
事
の
企
画
・

運
営
（
季
節
行
事
、
伝
統
行
事
の
継
承
を
中

心
に
笹
巻
き
作
り
、
ひ
な
祭
り
、
ク
リ
ス
マ

ス
な
ど
）
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
加
え
、

「
こ
の
素
晴
ら
し
い
高
麗
地
区
に
、
新
た
な
風

を
吹
き
込
も
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
子
ど
も

た
ち
へ
、
ア
ー
ト
や
音
楽
を
身
近
な
も
の
と

し
て
感
じ
て
も
ら
う
た
め
の
新
た
な
事
業
展

開
に
奮
励
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
、
大
山
町
の
ア
ー
ト
ス
タ
ー
ト

事
業
を
受
託
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
の
「
み

ん
な
の
う
た
」や「
お
じ
ゃ
る
丸
」の
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
テ
ー
マ
な
ど
で
お
な
じ
み
の
「
チ
リ
ン

と
ド
ロ
ン
」
の
お
二
人
に
よ
る
「
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
祉
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん
２
階
の
大
広
間
に

親
子
お
よ
そ
40
組
が
集
い
、
様
々
な
国
の
わ

ら
べ
歌
や
手
遊
び
う
た
、
フ
ィ
ド
ル
や
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
本
格
的
な
演
奏
を
体
感
し
ま
し

た
。
良
質
の
音
楽
を
通
し
、
親
子
で
と
て
も

贅
沢
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
、
昨
年
も
か
あ
ら
山
で
ラ
イ
ブ

を
行
っ
た
「ICHI

（
イ
チ
）」
さ
ん
が
、
今

回
は
「On Pa

（
オ
ン
パ
）」
と
い
う
ユ
ニ
ッ

ト
で
出
演
し
ま
し
た
。ICHI

さ
ん
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
「
お
ん
が
く
世
界
旅
行
」
の
主

人
公
で
あ
り
、
劇
中
音
楽
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
「
グ
ラ
ス
ト
ン
ベ
リ
ー
」
に
も
毎
年
出

演
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
大
人
気
で
す
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
に
は
１
０
０
人
を
超
す
来
場
者

が
あ
り
、大
盛
況
！　

来
場
者
か
ら
は
「ICHI

さ
ん
を
か
あ
ら
山
で
み
ら
れ
る
な
ん
て
」「
初

め
て
知
っ
た
け
ど
、
面
白
い
！
」
な
ど
の
嬉

し
い
感
想
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
国
内
外
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
普
段
な
か

な
か
体
験
で
き
な
い
、本
格
的
な
音
楽
や
ア
ー

ト
に
触
れ
る
機
会
を
、
地
域
の
こ
ど
も
た
ち

と
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ

て
も
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
自
然
豊
か
な
こ
の
高
麗
地
区
を
、

よ
り
楽
し
い
ま
ち
に
す
る
た
め
の
取
り
組
み

を
継
続
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
成
長
し
、
故
郷
を
誇
れ
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

▲満員御礼の「On Pa」ライブ

▶
独
特
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
親
子
で
ダ
ン
ス

どようこどもクラブ
「ピザ釜でピザづくり」

◆日時　５月 18 日（土）

　　　　10 時〜 12 時頃まで（雨天中止）

◆内容　かあら山園庭にレンガでピザ釜を作

り、みんなでピザを焼いて食べよう。

 参加費 300 円。

◆問い合わせ先　ふれあいの郷かあら山

☎０８５９-５３-５２７７
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

＊子ども向けイベントなどのお知らせは facebook
「こうれいキッズ」で検索してください。
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大山診療所で
新たな取り組みが始動！

鳥取大学家庭医療
教育ステーション

鳥
取
大
学
家
庭
医
療

教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

　

み
な
さ
ん
は
、「
お
腹
が
痛
い
」「
熱
が

あ
る
」「
こ
の
と
こ
ろ
体
調
が
良
く
な
い
」

な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
は
近
く
の
医

療
機
関
を
受
診
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
医
療
機
関
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
か
家
庭
医
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
こ
で

働
く
お
医
者
さ
ん
は
様
々
な
診
察
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
診
療
所
や
病
院
に
は
、

専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
医
師
の
ほ
か
、

幅
広
く
対
応
で
き
る
総
合
診
療
医
と
呼
ば

れ
る
医
師
も
お
り
、
鳥
取
大
学
で
は
、
こ

の
よ
う
な
医
師
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
内
で
の
研
修
は
で
き
て

も
、
地
域
で
の
実
践
的
な
研
修
を
す
る
場

（
病
院
等
）
が
少
な
い
た
め
新
た
な
研
修
の

場
の
確
保
が
急
務
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
山
診
療
所
は
長
年
常
勤
医
が

不
在
で
し
た
が
、
診
療
所
内
に
「
家
庭
医

療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
設
置
す
る
こ

と
で
常
勤
医
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

総
合
診
療
医
研
修
の
場
を
求
め
て
い
た
鳥

取
大
学
と
の
両
者
の
課
題
が
解
決
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
医
療
の
研
究
や健

康
啓
発
も

　

鳥
取
大
学
家
庭
医
療
教
育
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
医
学
生
を
指
導
す
る
医
師
（
指
導
医
）

は
大
山
診
療
所
長
が
あ
た
り
、
指
導
医
は

通
常
の
診
療
と
と
も
に
、
学
生
の
指
導
を

行
い
ま
す
。

　

５
月
か
ら
は
、
旧
大
山
診
療
所
診
療
棟

が
医
学
生
の
た
め
の
宿
泊
施
設
に
改
修
さ

れ
、
医
学
生
は
地
域
に
い
っ
そ
う
ふ
れ
な

が
ら
の
研
修
環
境
が
整
い
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
以
外
に
も
町
と
と
も
に
、

町
民
の
疾
病
状
況
の
研
究
や
学
校
や
集
落

に
出
か
け
て
の
健
康
増
進
啓
発
な
ど
、
保

健
と
医
療
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
と
鳥
取
大
学
が
協
働
で
行
う
、
健
康

づ
く
り
事
業
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

　
◆
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
対
策
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

　

新
し
く
大
山
診
療
所
に
赴
任
し
た
朴 

大
昊

（
ぱ
く　

て
ほ
）
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
大
山
診
療
所
は
新
し
く

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
医
療
は
暮
ら

し
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
人
の
生
き

方
を
支
え
る
手
段
で
す
。
地
域
と
と

も
に
成
長
す
る
診
療
所
で
は
、
医
学

生
も
学
び
ま
す
。

　

あ
な
た
の
こ
と
な
ら
な
ん
で
も
相

談
に
乗
れ
る
『
あ
な
た
の
専
門
医
』、

『
大
山
町
の
専
門
医
』
と
な
れ
る
よ

う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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第
１
回

「
坊
領
道
ウ
ォ
ー
ク
と

大
山
か
お
り
そ
ば
」

　

今
回
は
、
大
山
道
の
一
つ
で
あ
る
「
坊

領
道
」（
全
長
約
７
㎞
）
を
歩
き
ま
す
。
常

夜
灯
や
一
町
地
蔵
な
ど
当
時
の
大
山
古
道

を
改
め
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
昼
食
は

「
大
山
か
お
り
そ
ば
」
を
い
た
だ
き
ま
す
。

な
ぜ
、
大
山
で
そ
ば
を
栽
培
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
？
そ
ば
の
魅
力
を
聞
き
ま
す
。

「大山町まるごと講座」とは？
　大山町には、歴史や文化、産業、
自然など未来に伝えていくたくさ
んの宝があります。また、先人た
ちが公民館活動等で調べた宝（資
料）もあります。この身近な宝を
掘り起こし、地域の魅力と可能性
を探り伝えていく講座です。
　全６回開講予定です。第２回以
降の期日・内容は、決まり次第、
広報だいせんでお知らせします。

名称が変わります！
これまで「大山学講座」とし
て親しまれていましたが、新
しく「大山町まるごと講座」
となります！

成
人
式
は
１
月
３
日

◆
日
時 

２
０
２
０
年
１
月
３
日
（
金
）

 

13
時
30
分
開
式

◆
場
所 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
対
象 

平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
町
内
在
住
者
お
よ
び
、

町
内
中
学
校
卒
業
者

※
町
内
在
住
者
お
よ
び
、
町
内
中
学
校
卒

業
者
で
町
外
在
住
の
方
に
は
、
11
月
頃

に
ハ
ガ
キ
で
ご
案
内
を
し
ま
す
。

※
町
内
に
在
住
し
た
こ
と
が
あ
り
、
現
在

町
外
在
住
の
方
で
大
山
町
で
の
成
人
式

を
希
望
す
る
方
は
、
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

成
人
式
実
行
委
員
募
集

　

自
分
た
ち
の
成

人
式
を
よ
り
思
い

出
深
い
も
の
に
し

ま
せ
ん
か
？

　

成
人
式
に
関

わ
っ
て
み
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
２

　

メ
ー
ル
：syougaigakusyu@

daisen.jp

◆
日　

時　

５
月
18
日
（
土
）

 
　
　
　
　

９
時
～
14
時
（
予
定
）

◆
集
合
場
所　

仁
王
堂
公
園

◆
コ
ー
ス　

仁
王
堂
公
園
～
坊
領
道
～
大

山
青
年
の
家
（
約
７
㎞
）

◆
解　

説　

観
光
課
文
化
財
室

◆
参
加
費　

８
０
０
円
～
１
１
０
０
円

　
　
　
　
　
（
昼
食
代
）

◆
申
込
締
切　

５
月
９
日
（
木
）

【
定
員
20
人
】

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

◆
そ
の
他

①
天
候
に
よ
り
、
コ
ー
ス
等
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
飲
み
物
を
ご
持
参
の
う
え
、
山
歩
き
が

で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

 

大
山
公
民
館

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
０
０
３

全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

剣
道
交
流
大
会
出
場

　

大
山
町
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
東
京
武
道

館
で
開
催
さ
れ
た
「
第
41
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
剣
道
交
流
大
会
」（
３
月
27
日
～
29
日
）
に
鳥

取
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

同
団
は
、
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
県
予
選
会

に
お
い
て
小
学
生
団
体
の
部
で
優
勝
し
、
こ
の
度

の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
は
進
出
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
都
道
府
県
代
表
と
も

有
意
義
な
交
流
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
素
晴
ら
し

い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲全国大会出場メンバー

▶
仁
王
堂
公
園
内
に
残
る
道
標
を
兼
ね
た
「
廻
國

一
千
人
供
養
塔
」
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No.168

ブックセカンドで図書館へ！

大山町では、３歳児を対象にブックセカンド事業を

行っています。３歳児健診のときにお渡しするブックセ

カンドカードを持ってお子さんと一緒にご来館くださ

い。右のおすすめの絵本９冊の中から１冊お選びいただ

き、その絵本をお持ち帰りいただけます。

絵本の読み聞かせは子どもの心と言葉を育てます。絵

本や読み聞かせなどについて、お知りになりたいことが

ありましたら、ご来館の際に、お気軽にお尋ねください。

ご来館をお待ちしています。

図書　　　のご案内

  一般・文学  

☆ジャンヌ / 河合 莞爾

☆逆流 / 田中 経一

☆新章神様のカルテ / 夏川 草介

☆砂塵の掟 / 渡辺 裕之

  その他  

☆「日本国紀」の副読本 / 百田 尚樹

☆ハッキリ言わせていただきます！ / 前川 喜平

☆絵かきうたあそび決定版 110/ 阿部 恵

☆農家が教える鳥獣害対策あの手この手 / 農文協

  郷　土  

☆ 100 の指標からみた鳥取県 / 鳥取県

  児童書・絵本  

☆えらいこっちゃのいちねんせい / かさい まり

☆まよなかかいぎ / 浜田 桂子

☆なんでもおんなじ？ / コリンヌ アヴェリス

大山町では、この他に６〜７か月健診時に
ブックスタート、小学校入学前にブックサー
ドの事業も行い、子どもたちの心を育てる本
を届けています。

11日（土）	 赤ちゃんといっしょのおはなし会（本館）
 10：30 〜 11：00

（『子
こ こ あ ん

己庵』主宰　渡部万里子さん）

12日（日）	 おはなし図書館（本館）
 11：00 〜 11：30
※本年度の「おはなし図書館」は、第２日曜日に行います。

５月の図書館

３歳になってカードを受け取ったら、図書館へどうぞ

おすすめの絵本

◦「ほいくえんのいちにち」
◦「おふろだいすき」
◦「いっしょにうたって！」
◦「そらまめくんのベッド」
◦「しょうぼうじどうしゃじぷた」
◦「こすずめのぼうけん」（新）
◦「おおかみと七ひきのこやぎ」（新）
◦「ラチとらいおん」（新）
◦「そらいろのたね」（新）

〜今年度は４冊を追加〜

《 連 休 中 の 開 館 に つ い て 》
５月２日（木）は、本館のみ開館します。時間は
９時から17時までです。ぜひ、ご利用ください。
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憲
法
週
間
を
迎
え
て

　

５
月
３
日
は
、
憲
法
記
念
日
で
す
。

　

こ
れ
は
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
５
月

３
日
に
「
日
本
国
憲
法
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
祝
日
で
す
。

こ
の
日
を
中
心
に
し
て
５
月
１
日
か
ら
５

月
７
日
ま
で
の
一
週
間
が
「
憲
法
週
間
」

で
す
。

　

皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に
、
こ
の
憲

法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
は
「
基
本
的
人
権

の
尊
重
」
で
す
。

　

11
条
に
加
え
て
97
条
に
は
、『
こ
の
憲
法

が
日
本
国
民
に
保
障
す
る
基
本
的
人
権
は
、

人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲
得
の
努
力

の
成
果
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
権
利
は
、

過
去
幾
多
の
試
練
に
堪
へ
、
現
在
及
び
将

来
の
国
民
に
対
し
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な

い
永
久
の
権
利
と
し
て
信
託
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。』
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」

　

こ
の
憲
法
に
併
せ
て
、
当
時
の
文
部
省

か
ら
昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
２
月
に
新

制
中
学
校
の
教
科
書
と
し
て
『
あ
た
ら
し

い
憲
法
の
は
な
し
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
。「
み
な
さ
ん
、
新
し
い
憲
法
が
で
き
ま

し
た
」
と
い
う
書
き
出
し
で
始
ま
る
こ
の

教
科
書
を
読
む
と
、
新
国
家
建
設
の
国
民

の
育
成
を
目
指
す
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
「
こ
の
憲
法
に
は
、
い
ま
お
は
な
し
し
た

よ
う
に
國
の
仕
事
の
や
り
か
た
の
ほ
か
に
、

も
う
ひ
と
つ
大
事
な
こ
と
が
書
い
て
あ
る

の
で
す
。
そ
れ
は
國
民
の
権
利
の
こ
と
で

す
。」

　
「
み
な
さ
ん
は
日
本
國
民
の
う
ち
の
ひ
と

り
で
す
。（
中
略
）
國
の
力
の
も
と
は
、
ひ

と
り

〱
の
國
民
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

國
は
、
こ
の
國
民
ひ
と
り

〱
の
力
を
は
っ

き
り
と
み
と
め
て
、
し
っ
か
り
と
守
っ
て

ゆ
く
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
國
民
ひ
と

り

〱
に
、
い
ろ
い
ろ
大
事
な
権
利
が
あ

る
こ
と
を
、
憲
法
で
き
め
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
國
民
の
大
事
な
権
利
の
こ
と
を
『
基

本
的
人
権
』
と
い
う
の
で
す
。」
と
、
基
本

的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

述
べ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
表
彰

人
権
の
つ
ぼ  

166
大
山
町
人
権
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流
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ー	
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Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
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２
２
８
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０
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「
憲
法
週
間
」
を
機
会
に

　

日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
て
70
年
以
上

に
な
り
ま
す
が
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
差
別
も
後
を
絶
た
ず
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
新
た
な
人
権
侵
害
事
案

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

憲
法
週
間
は
、
憲
法
で
定
め
ら
れ
た
基

本
的
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
、
自

分
自
身
を
振
り
返
る
よ
い
機
会
で
す
。
な

ぜ
一
人
ひ
と
り
が
尊
い
の
か
、
な
ぜ
自
由

や
平
等
が
大
切
な
の
か
を
、
改
め
て
考
え

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
参
照
：「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」）

　
「
平
成
30
年
度
大
山
町
み
ん
な
の
人
権
セ　

ミ
ナ
ー
及
び
大
山
町
人
権
・
同
和
教
育
推

進
大
会
」
で
は
、
人
権
の
知
識
を
多
く
の

方
に
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
及
び
推
進
大
会
、
計
７
回
中

５
回
以
上
の
参
加
で
、
大
山
町
の
特
産
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
３
月
28
日
に

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
該
当
の
方
（
皆

勤
賞
６
名
、
精
勤
賞
12
名
）
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
行
う
予

定
で
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◀
皆
勤
賞
の
み
な
さ
ん

「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」
よ
り
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まちの話題

テ
メ
キ
ュ
ラ
市
か
ら
中
学
生
が

６
年
ぶ
り
に
大
山
町
を
訪
問

伝
統
を
つ
な
い
で
！

名
和
小
、
中
学
校
に
太
鼓
の
ば
ち
を
寄
贈

村
上
さ
ん
　
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
で
文
科
大
臣
賞

　

３
月
24
日
～
４
月
１
日
の
９
日
間
、
姉

妹
都
市
交
流
を
行
っ
て
い
る
米
国
・
テ
メ

キ
ュ
ラ
市
か
ら
、
中
学
生
を
中
心
と
し
た

訪
問
団
12
名
が
大
山
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
訪
問
団
は
６
年
ぶ
り
で
、
過

去
に
大
山
町
か
ら
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
を
訪
問

し
た
生
徒
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

　

３
月
18
日
に
「
長
年
太
鼓
を
た
た
く
会
」

代
表
の
船
越
愛
二
郎
さ
ん
、
逢
坂
恭
一
さ

ん
か
ら
、
太
鼓
の
ば
ち
１
３
０
組
（
名
和

小
学
校
55
組
、
名
和
中
学
校
75
組
）
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
太
鼓
の
ば
ち
は
、
同

会
の
活
動
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
世

代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
の
思
い
で
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

名
和
小
学
校
で
は
、
４
年
生
で
名
和
地

区
の
伝
統
文
化
を
学
習
す
る
際
に
、
名
和

中
学
校
で
は
、
特
別
部
活
動
轟
太
鼓
ク
ラ

ブ
で
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

名
和
小
学
校
４
年
の
村
上
穂
乃
実
さ
ん

（
当
時
３
年
）
が
、
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
が
主
催
す
る
「
全
国
小
・
中
学

生
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
半
紙
の
部
で
、
文

部
科
学
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

村
上
さ
ん
は
家
族
と
一
緒
に
３
月
15
日

に
役
場
を
訪
れ
、
竹
口
町
長
に
受
賞
を
報

告
。
村
上
さ
ん
は
、「
た
く
さ
ん
の
人
に

お
め
で
と
う
と
言
っ
て
も
ら
え
て
う
れ
し

か
っ
た
。
大
好
き
な
習
字
を
続
け
て
い
き

ま
す
」
と
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

日
本
の
生
活
や
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
中
に
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
し
て
大
山
町
の
生
徒
を
受
け
入
れ
た
方

も
あ
り
、
対
面
時
に
は
久
々
の
再
会
に
抱

き
合
う
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
歓
迎
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
訪
問
団
の
皆
さ
ん
が
歌
や

ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
な
ど
を
披
露
さ
れ
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
交
流
を
通
し
て
、
異
文
化
の
相

互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
感
覚

を
身
に
付
け
、
こ
の
友
情
を
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▲ 100 人参加のパーティーで歓迎（フォーラム中山 上屋付多目的広場）

▲そば打ちに挑戦

▲「大切に使います」▲賞状を手にする村上さん
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は
い
！ 

消
費
生
活
相
談
窓
口
で
す

放
送
局
、県
職
員
、新
聞
社
を
か
た
る

ア
ポ
電
が
か
か
っ
て
い
ま
す
！

「
留
守
番
電
話
を
使
う
」「
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
切
る
」

不
安
な
時
は
警
察
に
相
談
！

資産を聞く
電話にご注意！

Ｑ
： 

自
宅
に
放
送
局
の
社
員
を
名
乗
る
男

性
か
ら
の
電
話
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
言
わ

れ
、「
一
人
暮
ら
し
か
」
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

は
い
、
と
答
え
る
と
さ
ら
に
「
貯
金
は

６
百
万
円
以
上
あ
る
か
」
と
聞
か
れ
、
あ

い
ま
い
に
し
て
い
る
と
「
１
千
万
円
以
上

あ
る
か
」
と
聞
く
の
で
、
不
審
に
思
い
切

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、電
話
は
な
い
で
す
が
、

何
の
電
話
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
報
道
や
公
的
機
関
を
か
た
り
、
ア
ン

ケ
ー
ト
と
称
し
家
族
構
成
や
資
産
状
況
を

聞
き
だ
そ
う
と
す
る
電
話
（
ア
ポ
電
）
が

県
内
で
も
か
か
っ
て
い
ま
す
。
個
人
情
報

が
特
殊
詐
欺
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ

り
注
意
が
必
要
で
す
。
他
県
で
は
、
凶
悪

犯
罪
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
ア
ポ
電
の
対
策
方
法
】

①
在
宅
時
で
も
留
守
番
電
話
機
能
を
使
う
。

②
電
話
番
号
を
登
録
し
て
お
き
、
不
審
な

番
号
は
で
な
い
。

③
家
族
構
成
や
資
産
の
こ
と
を
聞
か
れ
た

ら
す
ぐ
電
話
を
切
る
。

④
電
話
が
あ
っ
て
不
安
な
時
は
警
察
に
相

談
を
す
る
。

■
琴
浦
大
山
警
察
署

　

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
８
１
１
０

お
気
軽
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
住
民
課

 

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０ （
平
日
）

鳥
取
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
８
５
９
‐
34
‐
２
６
４
８

（
平
日
・
土
日
）

一人暮らしですか？…？

　
3
月
末
か
ら
4
月
初
め
に
か
け
て
、

姉
妹
都
市
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
テ

メ
キ
ュ
ラ
市
か
ら
、
ミ
ド
ル
ス
ク
ー
ル
の

生
徒
が
大
山
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
テ
メ
キ
ュ
ラ
市
か
ら
の
生
徒
の
訪
問
は

6
年
ぶ
り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
中
山

国
際
交
流
協
会
の
方
々
を
は
じ
め
、
町

民
の
み
な
さ
ん
に
訪
問
団
を
歓
迎
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の
方
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
受
け
入
れ
や
、
交
流
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
英
語
圏
の
自
治
体
と
の
交
流
に
よ
っ

て
、
英
語
学
習
へ
の
意
欲
や
異
文
化
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
、
子
ど
も
だ

け
で
な
く
大
人
に
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
、
大
山
町
に
と
っ
て
の
財
産
で
も
あ
り

ま
す
。

　
ア
メ
リ
カ
と
日
本
を
行
き
来
す
る
に
は

そ
れ
な
り
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、
近
年

は
訪
問
団
の
人
数
や
訪
問
回
数
も
減
少

気
味
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活

用
す
れ
ば
、
費
用
を
か
け
ず
に
も
っ
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
も
可
能
だ
と
思
い
ま

す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
縁
や
人
間
関
係
で
成
り

立
っ
て
い
る
自
治
体
交
流
で
す
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
改
め

て
感
じ
た
今
回
の
訪
問
で
し
た
。

（
文
責
／
町
長
　
竹
口
大
紀
）

町長の
『余白に
　書かせて！』
『余白に
　書かせて！』

▶
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
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大
山
町
で
は
、
１
歳
未
満
の
乳
児
を
家

庭
で
保
育
す
る
方
に
、
家
庭
保
育
支
援
給

付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
左
記

の
と
お
り
経
過
措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

２
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
護
者
の
方
へ

は
、
４
月
下
旬
に
申
請
書
類
を
送
り
ま
す
。

対
象
年
齢
等
を
ご
確
認
の
う
え
、
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
年
齢
】

〇
平
成
30
年
9
月
30
日
生
ま
れ
ま
で

 

２
歳
未
満
ま
で
支
給

〇
平
成
30
年
10
月
１
日
～
平
成
31
年
3
月

31
日
生
ま
れ

 

１
歳
６
か
月
未
満
ま
で
支
給

〇
平
成
31
年
４
月
１
日
生
ま
れ
以
降

 

１
歳
未
満
ま
で
支
給

※
平
成
30
年
10
月
１
日
以
降
に
転
入
の
場

合
は
、
経
過
措
置
の
対
象
外
で
す
（
１

歳
未
満
ま
で
支
給
）。

◆
問
い
合
わ
せ
先

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

 

こ
ど
も
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５

家
庭
保
育
支
援
給
付
金
の

申
請
に
つ
い
て

こ
ん
な
時
に
ひ
き
う
け
会
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

◦
保
育
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
送

迎
、
終
了
後
の
預
か
り

◦
保
育
所
、
学
校
の
休
日
の
預
か
り

◦
冠
婚
葬
祭
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど

■
利
用
料
金
は

◦
子
ど
も
一
人
に
つ
き
１
時
間
あ
た
り　

５
０
０
円
（
そ
の
後
は
30
分
に
つ
き

２
５
０
円
）

◦
二
人
目
か
ら
は
半
額
（
き
ょ
う
だ
い
に

限
る
）

■
活
動
時
間
は

　

午
前
7
時
か
ら
午
後
７
時
30
分
ま
で

■
利
用
場
所
は

◦
ひ
き
う
け
会
員
の
自
宅

◦
児
童
館
や
地
域
子
育
て
支
援
施
設
な
ど

ファミリー・サポート・センターとは…
　ファミリー・サポート・センターは、子育ての手助
けをしてほしい人（おねがい会員）と、手助けをした
い人（ひきうけ会員）のネットワークを作り、地域の
中で子育てを応援していく事業です。

ファミサポ無料体験会
in子育て支援センターだいせん
　ファミリー・サポート・センターでは、３月６
日に子育て支援センターだいせんで、託児の１時
間無料体験会を行いました。
　生後６か月〜２歳６か月までの子どもを持つ５
家庭が参加。『ひきうけ会員』と顔合わせと打ち
合わせを行った後、子どもたちは、『ひきうけ会員』
と一緒に、子育て支援センターだいせんで１時間
を過ごしました。
　預けられた方からは、「子育て支援センターで
の託児は、オモチャもたくさんあり、遊び慣れて
いる場所なので、安心して預けることができた」
と好評でした。
　ファミリー・サポート事業は、活動を通じて子
育て中の方と多様な年代の住民が知り合うこと
で、身近なところに子育ての協力者を見つけるこ
とができたり、地域の子どもの成長を感じたりす
ることができます。
　事務局では、一緒に地域の子育てを支えていた
だける方を募集しています。お気軽にお問い合せ
ください。

〜地域の中で子育て家庭を応援します〜

大山町ファミリー・サポート・センター

会員募集！

▲無料体験会の様子
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子育てするなら大山町 !!　〜子育てサポートセミナー〜

ハッピー子育てプログラム
　子育てをしている中で、「なんでこんなに泣くの？」

「こんな時どう接したらいいの？」と思ったことはあ
りませんか。
　このプログラムでは、お母さんや赤ちゃんのここ
ろや体の変化や、お子さんとの接し方についてコツ
やヒントをご紹介します。
　子育てがより楽しくなる方法をみんなで見つけて
いきましょう。

対象：大山町民の方で、０歳〜２歳 11 か月までの
お子さんを育てている方

定員：15 名
場所：保健福祉センターだいせん
　　　機能訓練室（託児は別室）
時間：10 時〜 12 時（受付は９時 45 分〜）
申し込み方法：メールフォームかこども課（☎

0859-54-5205）へ５月 24日㈮ま
でにお申し込みください。

＊３〜６歳までのお子さんを育てて
いる方対象の「ペアレントサポー
トプログラム」も秋に実施を予定
しています！

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

	

 

 

 

 

 

 
  

メールフォームはこちらから↓	

▲メールフォームは　
こちらから

日程等
月　日 内　容 講師等

６月 4 日㈫ はじめまして！
〜子育てを 1 人で抱え込まないで〜 保健師

６月 18 日㈫ 助産師からのお話 西江助産院
西江順子さん

７月 5 日㈮ 「こころ」と「からだ」を
伸ばすコツ 保健師、保育士

７月 19 日㈮ 子どもの成長と絵本の働き 司書

７月 30 日㈫ 子育てのいろいろ
＊全ての回に参加されることをおすすめします。
＊内容は日によって変更することがあります。
＊セミナー前後でアンケートを実施します。

不
妊
治
療
費
の
助
成
を
拡
充
し
ま
す

　

大
山
町
で
は
、
不
妊
治
療
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
次
の
と
お
り
不
妊
治
療
費
の
助
成

を
拡
充
し
ま
す
。

◆
助
成
内
容

【
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）】

※
助
成
額
を
一
部
拡
大

◦
助
成
額

採
卵
を
伴
う
治
療
▼
１
回
に
つ
き
上
限

10
万
円

採
卵
を
伴
わ
な
い
治
療
▼
１
回
に
つ
き

上
限
５
万
円

【
男
性
不
妊
治
療
】
※
新
し
く
追
加

◦
助
成
額

 

１
年
度
あ
た
り
５
万
円
を
上
限
。

◆
対
象
と
な
る
方

◦
助
成
金
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
不

妊
治
療
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
不
妊
治
療

費
助
成
金
の
交
付
決
定
を
受
け
た
方

◦
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
ご
夫
婦
で
、

ご
夫
婦
の
一
方
、
ま
た
は
双
方
が
１
年

以
上
継
続
し
て
町
内
に
住
民
登
録
し
て

い
る
方

◦
他
の
市
町
村
か
ら
同
様
の
給
付
を
受
け

て
い
な
い
方

◦
対
象
者
及
び
そ
の
配
偶
者
に
町
税
等
の

滞
納
が
無
い
方

◆
申
請
場
所　

こ
ど
も
課
（
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
わ
内
）

◆
必
要
な
も
の

①
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請
求
書

②
県
の
助
成
金
交
付
決
定
通
知
及
び
額
の

確
定
通
知
書

③
治
療
に
係
る
領
収
書

④
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
等
ゴ
ム
印
は
不
可
）

⑤
通
帳
な
ど
振
込
口
座
の
分
か
る
も
の

◆
申
請
期
間　

　

治
療
が
終
了
し
た
年
度
末
で
県
の
助
成

金
交
付
決
定
後
（
た
だ
し
、
２
月
１
日
か

ら
３
月
31
日
ま
で
に
県
の
助
成
金
交
付
決

定
が
あ
っ
た
場
合
は
、
翌
年
度
の
５
月
31

日
ま
で
申
請
可
能
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

こ
ど
も
課

　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
５
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お
知
ら
せ

鳥取県西部広域行政管理組合事務局総務課入札財政係　☎0859-22-7732

　平成31年２月組合議会定例会で、平成31年度当初予算が決まりました。今年度の一般会計予算額は

52億 4,009万円で、対前年度当初予算比で7.5％の減となっています。

平成31年度鳥取県西部広域行政管理組合当初予算の概要

歳入区分 予算額
分担金及び負担金 48 億 3,205 万円
使用料及び手数料 4,429 万円
国庫支出金 1,684 万円
県支出金 2,229 万円
財産収入 21 万円
繰入金 1 億 7,331 万円
諸収入 6,201 万円
組合債 8,910 万円

合　計 52 億 4,009 万円

歳出区分 予算額
議会費 111 万円

総務費 2 億 2,178 万円

民生費 7,049 万円

衛生費 13 億 7,507 万円

消防費 30 億 6,433 万円

公債費 4 億 9,731 万円

その他 1,000 万円
合　計 52 億 4,009 万円

うち共同処理事務に使う市町村負金は 48 億
1,576 万円で、構成市町村別の内訳は次のと
おりです。

米 子 市 27 億 2,750 万円
境 港 市 5 億 7,305 万円
日 吉 津 村 1 億 1,910 万円
大 山 町 4 億 2,041 万円
南 部 町 2 億 9,466 万円
伯 耆 町 3 億 0,768 万円
日 南 町 1 億 5,468 万円
日 野 町 1 億 1,178 万円
江 府 町 1 億 0,690 万円

※表中の予算額は万円単位で四捨五入しているため、合計が一致しない場
合があります。

歳　入 歳　出

総務費 4.2%

民生費 1.4%組合債 1.7%

諸収入 1.2%

衛生費 26.2%

議会費 0.0%繰入金 3.3%
財産収入 0.0%

国庫支出金 0.3%
県支出金 0.4%

使用料及び
手数料 0.9%

公債費 9.5%
その他 0.2%

消防費 58.5%分担金及び負担金
92.2%

　

Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
、
海
か

ら
山
へ
と
自
力
で
進
む
な
か
で
自
然
を
体

感
し
、
自
然
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
る

と
い
う
環
境
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
先
立
ち
、
5
月
25

日
に
は
開
会
式
並
び
に
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ゲ
ス
ト
に
ト
リ
ノ

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
の
野
島
弘
氏

を
迎
え
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
お

誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
開
会
式
・
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
日
時　

5
月
25
日（
土
）
15
時
～

◆
場
所　

皆
生
海
浜
公
園

第
11
回 

Ｓ
Ｅ
Ａ 

Ｔ
Ｏ 

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｔ

伯
耆
国「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」プ
レ
ゼ
ン
ツ

Ｊ
Ｆ
Ｎ
公
開
録
音

「
Ｏ
Ｈ
！
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

in 

大
山 

～
星
空
ラ
イ
ブ
～

　

エ
フ
エ
ム
山
陰
で
放
送
中
の
人
気
番
組

「
Ｏ
Ｈ
！
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」

の
公
開
録
音
が
決
定
！

　

Ｍ
Ｃ
は
リ
ス
ナ
ー
に
は
お
馴
染
み
の
井

門
宗
之
、
森
藤
恵
美
の
コ
ン
ビ
。
今
回
ラ

イ
ブ
ゲ
ス
ト
に
「
星
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」「
風

に
な
り
た
い
」「
島
唄
」
の
ヒ
ッ
ト
曲
で
有

名
な
元
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ボ
ー
カ
ル
・

宮
沢
和
史
と
、「
星
を
待
っ
て
る
」「
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
」
で
お
馴
染
み
の
馬
場
俊
英
を

迎
え
て
、
大

山
博
労
座
で

星
を
眺
め
な

が
ら
、
一
夜

限
り
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
を
お
届
け

し
ま
す
。

　

入
場
、
観
覧
無
料
。
寒
さ
対
策
万
全
の

う
え
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

◆
日
時　

5
月
26
日
（
日
）

　
　
　

19
時
ス
タ
ー
ト

◆
場
所　

大
山
博
労
座
特
設
ス
テ
ー
ジ

◆
問
い
合
わ
せ
先　

観
光
課

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
１
１
０
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お
知
ら
せ

大山恵みの
里だより
vol.130

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

▼
Ｇ
Ｗ
は
道
の
駅

大
山
恵
み
の
里
へ

　

道
の
駅
は
、
ご
当
地
大
山
町
の
観
光
情

報
と
食
の
恵
み
の
発
信
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。

　

４
月
28
日
（
日
）
は
、
道
の
駅
オ
ー

プ
ン
10
周
年
の
『
誕
生
祭
』
を
、
５
月

２
日
（
木
）
に
は
ダ
ラ
ズ
Ｆ
Ｍ
の
出
張

生
放
送
も
行
い
ま
す
。

　

お
食
事
も
、
お
土
産
も
、
Ｇ
Ｗ
は
道

の
駅
大
山
恵
み
の
里
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
！

▼
モ
ン
ベ
ル
フ
ェ
ア
大
阪 

　

４
月
６
・
７
日
に
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪

で
、
ア
ウ
ト
ド
ア
用
品
の
大
手
メ
ー
カ
ー

「
モ
ン
ベ
ル
」
が
主
催
す
る
モ
ン
ベ
ル
フ

レ
ン
ド
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
社
で
は
、
道
の
駅
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

『
大
山
ど
ま
ん
中
ら
ー
め
ん
』『
ソ
フ
ト

ク
リ
ー
ム
』
と
『
大
山
沖
獲
れ
サ
ザ
エ

ご
飯
』
を
実
演
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
好
天
と
統
一
地
方
選
挙
の
影

響
で
、
会
場
へ
の
人
出
は
例
年
の
７
割

程
度
の
８
，６
０
０
人
ほ
ど
と
少
な
め
で

し
た
が
、
の
べ
２
，０
０
０
人
を
超
え
る

お
客
様
に
お
買
上
げ
を
い
た
だ
き
、
大

山
の
食
の
恵
み
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

好
評
を
受
け
、
５
月
に
は
名
古
屋
で

開
催
さ
れ
る
フ
ェ
ア
に
も
出
店
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
山
町
と

も
縁
の
深
い
「
モ
ン
ベ
ル
」
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ん
に
、
大
山
の
食
の
恵
み
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
ま
す
。

▼
道
の
駅
売
店
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

売
店
で
の
接
客
・
レ
ジ
業
務
等
若
干

名
。
シ
フ
ト
に
よ
り
１
日
４
～
６
時
間
、

月
間
75
～
１
１
０
時
間
程
度
の
勤
務
（
社

会
保
険
な
し
）。
詳
細
は
、
左
記
担
当
へ

お
気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

 

大
山
恵
み
の
里
公
社
・
金
田

☎
０
８
０
‐
２
９
０
０
‐
６
７
４
４
（
直
通
）

「
食
品
ロ
ス
」を
考
え
よ
う
！

　
「
食
品
ロ
ス
」
と
は
、
食
べ
ら
れ
る
の
に

捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
食
品
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。
食
卓
に
の
ぼ
っ
た
食
品
で
食
べ
切

れ
な
か
っ
た
り
、賞
味
期
限
切
れ
等
に
よ
っ

て
廃
棄
さ
れ
た
り
、
不
可
食
部
分
を
除
去

す
る
際
に
過
剰
に
除
去
さ
れ
た
可
食
部
分

な
ど
、
ど
こ
の
ご
家
庭
で
も
よ
く
あ
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

食
品
ロ
ス
は
、
食
べ
物
を
粗
末
に
し
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
を
増
や
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
４
つ
の
場
面
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

で
き
る
こ
と
か
ら
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
買
い
物
編

　

買
い
物
の
前
に
冷
蔵
庫
の
中
の
在
庫
を

確
認
し
、
食
材
の
買
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

②
調
理
編

　

食
べ
る
分
だ
け
作
り
ま
し
ょ
う
。
食
材

が
余
っ
た
と
き
は
使
い
切
り
レ
シ
ピ
を
検

索
！

③
保
存
編

　

食
べ
切
れ
な
か
っ
た
食
品
は
、
冷
凍
な

ど
の
傷
み
に
く
い
保
存
方
法
を
検
討
し
ま

し
ょ
う
。

④
外
食
編

　

食
べ
き
れ
る
量
を
注
文
し
ま
し
ょ
う
。

宴
会
で
は
食
べ
残
し
が
多
く
出
ま
す
。
乾

杯
後
30
分
間
、
お
開
き
10
分
前
は
自
席
で

料
理
を
楽
し
む
「
３
０
１
０
運
動
」
も
お

忘
れ
な
く
！

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

赤十字の活動資金へのご協力を
　５月は赤十字運動月間です。

　日本赤十字の活動は、みなさんの会費と寄付に

よって支えられています。お寄せいただいた活動

資金は、発生が危惧されている大規模災害に備え

た救援物資の備蓄や、救急法の講習をはじめとし

た赤十字の活動に活用されます。

　赤十字の活動資金へのご協力をよろしくお願い

します。
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お
知
ら
せ

　

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
の
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
15
日
～
11
月
30
日
（
お
お

む
ね
土
曜
日
、
全
20
回
）
13
時
～
17
時

◆
場
所　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里　

他

◆
内
容　

厚
生
労
働
省
要
約
筆
記
者
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

①
実
技

②
聴
覚
障
害
者
福
祉
等
に
関
す
る
講
義

※
受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上
の
聞
こ

え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。

◆
コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス
（
定
員
各
コ
ー
ス
20
人
）

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（w
indow

s

）
を
持
参
で
き
、
原
則
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
方

◆
受
講
料　

３
，０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◆
申
込
締
切　

６
月
３
日
（
月
）
必
着

◆
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

 

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
５
９

℻
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
６
０

美
保
基
地
航
空
祭

◆
日
時　

６
月
２
日
（
日
）　

9
時
～
15
時

◆
場
所　

航
空
自
衛
隊　

美
保
基
地
内

（
境
港
市
小
篠
津
町
２
２
５
８
）

◆
内
容　

航
空
機
地
上
展
示
、
航
空
機
展

示
飛
行
、
主
要
装
備
品
展
示
ほ
か

◆
注
意
事
項

　

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

入
場
の
際
は
、
手
荷
物
検
査
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

天
候
等
に
よ
り
、
イ
ベ
ン
ト
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

渉
外
室　

広
報
班

☎
０
８
５
９
‐
45
‐
０
２
１
１（
代
表
）

　

美
保
基
地
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/asdf/m
iho/

　

平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
10
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
軽
減
税
率
制
度
は
、
す
べ
て

の
事
業
者
の
方
に
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
軽
減
税
率
制
度
や
事
業
者

支
援
措
置
へ
の
理
解
を
深
め
、
準
備
を
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
次
の
日
程
に
よ

り
「
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

説
明
会
の
参
加
は
事
前
登
録
が
必
要
で

す
の
で
、
５
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
米
子

税
務
署
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
10
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）

　

各
日
と
も
15
時
30
分
～
17
時
ま
で

◆
場
所　

米
子
地
方
合
同
庁
舎
４
階
共
用

会
議
室
（
米
子
市
東
町
１
２
４
番
16
号
）

◆
定
員　

各
日　

50
人
（
事
前
登
録
制
）

◆
連
絡
先　

　

米
子
税
務
署　

総
務
課

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
４
１
２
１
（
代
表
）

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
沿
っ
て
、「
２
」
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・
父
及
び
寡
婦
の

方
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ
た
就
業
支
援

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
受
講
料
無
料
（
テ

キ
ス
ト
代
は
別
途
）、
託
児
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、
受
講

旅
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
初
級
講
座

６
月
～
８
月
（
20
日
間
）

各
日
18
時
30
分
～
20
時
30
分

【
西
部
会
場
】

　

株
式
会
社
ス
ペ
ッ
ク
（
米
子
市
灘
町
）

【
申
込
期
限
】
５
月
中
旬

■
中
級
講
座

　

９
月
～
10
月
頃
（
15
日
間
）

　

各
日
18
時
30
分
～
20
時
30
分

【
西
部
会
場
】

　

株
式
会
社
ス
ペ
ッ
ク
（
米
子
市
灘
町
）

【
申
込
期
限
】
８
月
中
旬

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
般
社
団
法
人
鳥
取
県
母
子
寡
婦
福
祉

連
合
会
事
務
局

☎
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
４

℻
０
８
５
７
‐
59
‐
６
３
４
０

http://w
w

w
.tori-hitorioya.com

/

ひ
と
り
親
家
庭
向
け

パ
ソ
コ
ン
講
座

要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

（
鳥
取
県
、鳥
取
市
主
催
）受
講
者
募
集

大
山
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

　

広
報
だ
い
せ
ん
４
月
号
20
ペ
ー
ジ
に

掲
載
の
「
平
成
31
年
度
大
山
町
体
育
協

会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
は
、
日
程
が
変
更
と
な
り
ま

し
た
。

　

開
催
日
は
６
月
９
日
（
日
）
で
す
。
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お
知
ら
せ

　

聞
こ
え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
の
意

思
疎
通
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を
養
成

す
る
た
め
、
次
の
日
程
で
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
15
日
～
11
月
30
日
（
お
お

む
ね
土
曜
日
、
全
20
回
）
13
時
～
17
時

◆
場
所　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
ふ
れ
あ
い
の
里　

他

◆
内
容　

厚
生
労
働
省
要
約
筆
記
者
養
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
準
じ
て
実
施
し
ま
す
。

①
実
技

②
聴
覚
障
害
者
福
祉
等
に
関
す
る
講
義

※
受
講
対
象
者
は
、
高
校
生
以
上
の
聞
こ

え
な
い
・
聞
こ
え
に
く
い
人
の
福
祉
に

理
解
と
熱
意
を
有
す
る
方
。

◆
コ
ー
ス　

手
書
き
コ
ー
ス
、
パ
ソ
コ
ン

コ
ー
ス
（
定
員
各
コ
ー
ス
20
人
）

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（w
indow

s

）
を
持
参
で
き
、
原
則
タ
ッ

チ
タ
イ
ピ
ン
グ
の
で
き
る
方

◆
受
講
料　

３
，０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◆
申
込
締
切　

６
月
３
日
（
月
）
必
着

◆
申
込
書
の
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

 

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
５
９

℻
０
８
５
９
‐
30
‐
３
６
６
０

　

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
。
タ

バ
コ
は
、
吸
う
人
の
体
に
入
る
害
よ
り
も
、

周
り
の
人
が
吸
う
副
流
煙
の
方
が
害
が
大

き
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
禁
煙
で
、
周
り
の
人
の
体
も

あ
な
た
の
体
も
、
大
切
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、

タ
バ
コ
と
の
つ

き
合
い
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん

か
？世

界
禁
煙
デ
ー
イ
ベ
ン
ト

◆
日
時　

６
月
２
日（
日
）　

13
時
～
15
時

◆
場
所　

イ
オ
ン
米
子
駅
前
店

◆
内
容　

◦
禁
煙
相
談
コ
ー
ナ
ー（
医
師
に
よ
る
禁
煙

相
談
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
無
料
処
方
）

◦
体
験
コ
ー
ナ
ー（
ニ
コ
チ
ン
依
存
度

チ
ェ
ッ
ク
、
肺
年
齢
等
）

◦
啓
発
コ
ー
ナ
ー（
禁
煙
ポ
ス
タ
ー
・
標
語

の
展
示
、
禁
煙
紙
芝
居
等
）

◆
問
い
合
わ
せ
先　

 

西
部
総
合
事
務
所
福
祉
保
健
局

 

健
康
支
援
課☎

０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
１
９

月
に
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
5
月
上
映
作
品

　
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

広
島
県
呉
市
で
生
ま
れ
育
っ
た「
私
」
は
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
制
作
に
携
わ
る
テ
レ

ビ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
。
18
歳
で
大
学
進
学
の

た
め
に
上
京
し
て
以
来
、
40
年
近
く
東
京

暮
ら
し
を
続
け
て
い
る
。

　

一
人
っ
子
の
娘
が
、
故
郷
を
離
れ
結
婚

も
せ
ず
好
き
な
仕
事
に
没
頭
し
て
い
る
姿

を
、
両
親
は
文
句
も
言
わ
ず
に
遠
く
か
ら

見
守
っ
て
い
た
。

母
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知

症
と
診
断
さ
れ
、

90
歳
を
超
え
耳

の
遠
い
父
が
80

代
後
半
の
母
の

介
護
を
す
る
よ

う
に
な
る
。

　
「
私
」
は
こ
の
両
親
の
記
録
を
撮
る
こ

と
が
自
分
の
使
命
だ
と
思
い
始
め
る
。

大山チャンネル
５月の主な放送内容

（6：00…/…9：00…/…12：00…/…15：00…/…18：00…/…21：00…/…24：00）

※初回のみ正午スタート
大山チャンネルはデジタル１１３ｃｈ

５／ 1 〜
「一挙公開！朝から晩まで大山チャンネル」
　大型連休企画。１年間に放送した「PICK UP だいせ

ん」、「大山 100％ TV」を一挙大公開。見逃した番組、

もう一度見たい番組、GW はテレビをチェック！

５／ 11 〜
「地元の若者はすごいぞ SP」

　大山町で生まれ育ち、大山町を拠点に活躍する若者

が集結。全国に販路を開拓する若手農家、大山町の“林

業”を担う期待の若者など、ふるさとを舞台に奮闘す

る若者の姿や、その

熱い思いをお届けし

ます。

５／ 21 〜
「大山町のニュース＆できごと」

　大山町の話題や地域行事、住民の取り組みなどを

番組独自の視点で紹介します。

◆情報提供・問い合わせ先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

あ
な
た
の
禁
煙
、

あ
り
が
と
う

（
２
０
１
８
年
作
品
・
１
０
２
分
）

☆
バ
リ
ア
フ
リ
ー
日
本
語
字
幕
付

◆
日
時　

５
月
18
日
（
土
）

　

10
時
／
14
時
／
18
時
30
分　

３
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

　

主
催
：
え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

公
益
社
団
法
人 

認
知
症
の
人
と
家
族
の

会
鳥
取
県
支
部
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【
大
山
町
役
場
】

（
０
８
５
９
）
54
‐
3
１
１
１

竹
口　

大
紀 

町
長

小
谷　
　

章 

副
町
長

▼
総
務
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
１

職
員
の
人
事
・
給
与
、
条
例
、
消
防
、

防
災
、
情
報
公
開
、
入
札
、
広
報
・
公
聴
、

統
計
、
情
報
通
信
、
選
挙
管
理
委
員
会

山
岡　

浩
義 

課
長

小
椋　

純
一 

課
長
補
佐

山
﨑　

栄
一 

主
幹

瀬
野
尾
純
子 

主
幹

妹
尾
ゆ
か
り 

主
幹

松
田　

拓
男 

主
幹

金
田　

啓
介 

主
幹

門
脇　

錠
二 

現
業
主
幹

上
田　

健
司 

主
任

渡
下　

賢
二 

主
事

細
谷
菜
美
子 

主
事

斎
藤　

孝
志 

防
災
監（
非
常
勤
）

阪
本　

真
弓 

事
務
員
（
嘱
託
）

金
田　

大
輝 

主
任
（
鳥
取
県
派
遣
）

永
見　

佑
子 

主
幹
（
総
務
課
付
）

汐
田　

美
穂 

主
幹
（
総
務
課
付
）

（
広
報
室
）

加
藤　

由
里 

課
長
補
佐
兼
室
長

生
田
真
理
子 

主
幹

吉
岡
幸
太
郎 

主
事

山
下　

博
子 

広
報
制
作（
嘱
託
）

（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
）

山
岡　

浩
義 

局
長
（
兼
）

小
椋　

純
一 

書
記
（
兼
）

山
﨑　

栄
一 

書
記
（
兼
）

渡
下　

賢
二 

書
記
（
兼
）

（
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
）

小
椋　

純
一 
書
記
（
兼
）

▼
財
務
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
０

財
政
、
財
産
管
理
、
公
営
住
宅

金
田　

茂
之 

課
長

山
下　

佳
恵 

課
長
補
佐

柏
木　

千
秋 

主
幹

提
嶋　

護
大　

 

主
幹

片
山　

賢
二 

主
幹

田
中　
　

彰 

主
任

近
岡　

一
幸 

建
築
技
師
（
嘱
託
）

▼
会
計
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
９

出
納

門
脇
恵
美
子 

課
長

小
原　

雅
史 

主
幹

山
根　
　

圭 

主
幹

▼
企
画
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
２

地
域
活
性
化
、
移
住
定
住
、
公
共
交
通
、

交
通
安
全
、
交
流
事
業
、
ふ
る
さ
と

納
税
、
商
工
振
興
、
企
業
誘
致

池
山　

大
司 

課
長

林
原　

壮
太 

課
長
補
佐

角
田　

拡
朗 

主
幹

柏
尾　

正
樹 

主
幹

中
田　

浩
司 

主
幹

小
原　

亜
美 

主
任

金
田　
　

廉 

主
事

原　

さ
お
り 

事
務
員
（
嘱
託
）

小
谷　

正
寿 

名
和
土
地
改
良
区（
嘱
託
）

（
営
業
企
画
室
）

源
光　
　

靖 

課
長
補
佐
兼
室
長

金
田　

弘
美 
主
幹

吉
村　

健
二 
主
任

西
川　
　

援 

主
任

中
原
由
香
里 

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
税
務
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
８

町
税
の
賦
課
徴
収
、
住
宅
新
築
資
金
の

徴
収
、
滞
納
対
策
、
各
種
税
務
証
明

二
宮　

寿
博 

課
長

山
根　

恵
美 

課
長
補
佐

松
井　

明
宏 

主
幹

諸
遊　

智
美 

主
幹

坂
田　

真
寛 

主
幹

種
田　

知
子 

主
任

米
山　

康
平 

主
任

田
中　

宏
樹 

主
事

（
滞
納
対
策
室
）

角
田　

雅
人 

課
長
補
佐
兼
室
長

野
川　

剛
司 

主
幹

福
谷
晃
一
朗 

主
事

田
中　

昌
宏 

徴
収
員
（
嘱
託
）

▼
住
民
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
０

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
登
録
、
国

民
年
金
、
廃
棄
物
処
理
、
本
庁
に
配

置
の
な
い
課
の
業
務

永
見　
　

明 

課
長

中
嶋　
　

豊 

課
長
補
佐

大
黒　

留
美 

主
幹

田
村　

啓
太 

主
幹

枝
谷　

昌
紀 

主
幹

池
本
菜
穂
子 

主
幹

門
脇
理
恵
子 

主
幹

河
崎　

孝
子 

主
任
（
再
任
用
）

原
田　

康
徳 

主
事

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
３
５
２

高
見　

哲
夫 

現
業
主
幹

今
出　

紀
之 

現
業
主
幹

中
田　

逸
夫 

焼
却
補
助（
嘱
託
）

▼
水
道
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
４

上
水
道
、
開
拓
専
用
水
道
、
公
共
下

水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
浄
化
槽

竹
村　

秀
明 

課
長

奥
田　
　

哲 

課
長
補
佐

金
川　
　

徹 

課
長
補
佐

井
上　

貴
生 

主
幹

角
田　

真
紀 

主
幹

遠
藤　

博
和 

主
幹

岡
田　

竜
矢 

主
幹

三
谷　

輝
義 

主
任

徳
永　

裕
二 

主
任
（
再
任
用
）

▼
議
会
事
務
局

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
３

議
会
関
係
、
監
査
委
員
関
係

持
田　

隆
昌 

局
長

生
田　

貴
史 

主
幹

関　
　

真
弓 

事
務
員
（
嘱
託
）

（
監
査
委
員
事
務
局
）

持
田　

隆
昌 

書
記
（
兼
）

生
田　

貴
史 

書
記
（
兼
）
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▼
福
祉
介
護
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
７

地
域
福
祉
、
児
童
福
祉
、
生
活
保
護
、

障
害
者
福
祉
、
高
齢
者
福
祉
、
介
護

保
険
、
介
護
予
防
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
関
係

進
野
美
穂
子 

課
長

瀬
尾
香
代
子 

課
長
補
佐

中
村
健
一
郎 

主
幹

三
嶋　

早
苗 

主
幹

前
田
智
加
子 

主
幹

福
留　

寿
規 

主
任

戸
野　

隆
弘 

主
任
（
再
任
用
）

大
前　
　

周 

主
任（
伯
耆
町
か
ら
派
遣
）

永
見　

俊
也 

主
任

朝
妻　

美
佳 

主
事

中
島　

佑
輔 

主
事

坂
田
美
津
恵 

事
務
員
（
嘱
託
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
２
６

進
野
美
穂
子 

所
長
（
兼
）

藤
田
よ
う
子 

課
長
補
佐

松
原　

祥
恵 

主
幹
管
理
栄
養
士

綾
木
真
理
子 

主
幹

石
指　

智
子 

主
幹
保
健
師

小
西　

美
樹 

主
任
保
健
師（
再
任
用
）

中
川　

純
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

西
村　

裕
子 

介
護
認
定
調
査
員（
嘱
託
）

（
人
権
推
進
室
）

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
内

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
８
６

人
権
施
策
・
同
和
対
策
、
人
権
啓
発
、

男
女
共
同
参
画
、
隣
保
事
業
、
児
童

館
事
業

松
田　

博
明 

所
長
（
再
任
用
）

川
端　

智
光 

室
長

高
虫　

裕
幸 

主
幹

大
柄　
　

裕 

主
幹

権
田　

瑞
子 

生
活
相
談
員（
非
常
勤
）

橋
谷　
　

雅 

指
導
員
（
嘱
託
）

井
上　

誠
行 

人
権
教
育
推
進
員（
非
常
勤
）

あ
す
な
ろ
児
童
館

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
８
６

松
田　

博
明 

館
長
（
兼
）

松
田　

容
子 

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

北
村　

純
子 

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

中
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
８
）
58
‐
２
４
０
１

前
田　
　

積 

館
長
（
非
常
勤
）

前
田　

美
春 

生
活
相
談
員
（
非
常
勤
）

前
田　

昌
春 

指
導
員
（
臨
時
）

下
田
中
児
童
館

（
０
８
５
８
）
58
‐
３
９
２
２

前
田　
　

積 

館
長
（
兼
）

岡
田
亜
由
美 

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

冨
谷
か
す
み 

児
童
厚
生
補
助
員（
臨
時
）

中
高
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
８
６
５

岡
田　
　

貢 

館
長
（
非
常
勤
）

貝
谷　

み
か 

生
活
相
談
員（
非
常
勤
）

岡
田
真
貴
子 

指
導
員
（
嘱
託
）

中
高
児
童
館

（
０
８
５
９
）
53
‐
４
９
５
２

岡
田　
　

貢 

館
長
（
兼
）

西
山　

依
世 

児
童
厚
生
員（
嘱
託
）

岡
田
美
穂
子 

児
童
厚
生
員（
臨
時
）

▼
こ
ど
も
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
５

子
育
て
支
援
、
母
子
保
健
、
子
ど
も
の

予
防
接
種
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

田
中　

真
弓 

課
長

深
田　

智
子 

課
長
補
佐

黒
見　

恵
美　

 

主
幹

野
口　

千
晴 

主
幹
管
理
栄
養
士

金
田　

夏
美 

主
任
保
健
師

山
本　

健
悟 

主
任
保
健
師

汐
田　

康
子 

主
任
（
再
任
用
）

土
橋　

弥
生 

司
書
（
嘱
託
）

深
田　

美
穂 

看
護
師
（
嘱
託
）

（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
）

岡
本　

教
子 
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
臨
時
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か
や
ま
）

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
０
６
２

西
尾
紀
美
恵 

主
任
（
再
任
用
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
わ
）

（
ふ
れ
あ
い
会
館
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
３
９
５

近
岡　

厚
子 

主
任
（
再
任
用
）

（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
せ
ん
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
１
１
５
７

河
本
多
栄
子 

主
任
（
再
任
用
）

（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

高
見
久
美
恵 

指
導
員
（
嘱
託
）

池
山　

享
代 

指
導
員
（
嘱
託
）

朝
倉　

幸
子 

指
導
員
（
嘱
託
）

▼
健
康
対
策
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
０
６

健
康
づ
く
り
支
援
、
各
種
健
診
、
国

民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
、

予
防
接
種
、
診
療
所
業
務

末
次　

四
郎 

課
長

朴　
　

大
昊 

地
域
医
療
官

 
 

（
兼
大
山
診
療
所
長
）

尾
崎　

路
子 

課
長
補
佐

諸
遊　

剛
史 

課
長
補
佐

花
本　

美
弥 

主
幹
保
健
師

立
林　

典
子 

主
幹
保
健
師

岸
本　

良
子 

主
幹
保
健
師

神
庭
さ
や
か 

主
任
保
健
師

中
本　

道
子 

主
任
保
健
師

金
田　

結
花 

保
健
師

谷　

麻
紀
子 

主
幹

中
井　

晶
義 

主
幹

山
根　

克
浩 

主
幹

乘
本　

莉
子 

主
事

橋
本　

久
恵 

事
務
員
（
嘱
託
）

杉
原
留
美
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

名
和
診
療
所

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
６
８

山
田
ま
ど
か 

所
長

槇
原　

保
男 

診
療
放
射
線
技
師（
嘱
託
）

高
田
さ
ゆ
り 

看
護
師
（
嘱
託
）

星
野　

佳
奈 

看
護
師
（
嘱
託
）

山
口　

清
江 

看
護
師
（
嘱
託
）

岩
﨑　

雅
代 

事
務
員
（
嘱
託
）

井
上　

昌
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

大
山
診
療
所

（
０
８
５
９
）
53
‐
８
０
０
２

朴　
　

大
昊 

所
長
（
兼
）

小
林
佳
津
子 

看
護
師
（
嘱
託
）

香
田　

久
美 

看
護
師
（
嘱
託
）

田
中　
　

泉 

事
務
員
（
嘱
託
）

原
口　

紀
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

大
山
口
診
療
所

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
９
９
０

久
野　

宣
年 

所
長　

久
野　

淑
枝 

副
所
長

馬
淵　

準
司 

主
任
理
学
療
法
士

深
田　

幸
美 

看
護
師
（
嘱
託
）

久
保　

徳
子 

看
護
師
（
嘱
託
）

奥
田　

幸
江 

看
護
師
（
嘱
託
）

中
村　

邦
江 

看
護
師
（
嘱
託
）

梅
林　

操
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

梅
實　

京
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

金
田　

美
和 

事
務
員
（
嘱
託
）

高
木　

奈
帆 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
員（
嘱
託
）

池
本　

千
尋 

リ
ハ
ビ
リ
補
助
員（
嘱
託
）



22平成 31年 5月

【
中
山
支
所
】

▼
地
籍
調
査
課

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
１
１
３

地
籍
調
査

野
間　
　

光 
課
長
兼
支
所
長

三
嶋　

陽
一 
課
長
補
佐

木
町
由
佳
理 

主
幹

辻　
　

信
広 

主
幹

野
口　

尚
登 

主
任
（
再
任
用
）

山
根　

清
美 

事
務
員
（
嘱
託
）

（
総
合
窓
口
室
）

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
１
１
１

庁
舎
管
理
、
中
山
支
所
に
配
置
の
な

い
課
の
業
務

石
谷
美
智
子 

室
長

小
椋
智
恵
子 

主
幹

高
丸　

晴
樹 

主
幹

中
田
千
安
妃 

主
幹

森
安
小
百
合 

事
務
員
（
嘱
託
）

野
波
真
貴
子 

友
好
館
管
理
人（
嘱
託
）

▼
農
林
水
産
課

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
１
１
６

農
林
水
産
業
の
振
興
、
農
道
整
備
、

土
地
改
良
事
業
、
有
害
鳥
獣
駆
除
、

漁
港
、
財
産
区

小
谷　
　

章 

課
長
事
務
取
扱（
兼
）

井
上　
　

龍 

参
事
事
務
取
扱

小
倉　

祥
司 

課
長
補
佐

野
口　

博
史 

課
長
補
佐

田
内　

洋
二 

主
幹

坂
田　

秀
樹 

主
幹
技
師

国
谷　

純
一 

主
幹

提
嶋　

聡
子 

主
幹

片
山　

文
雄 

主
幹

権
田　

昴
大 

主
任

山
本
美
由
紀 

主
任
（
再
任
用
）

門
脇　

拓
哉 

主
事

林
原　

彰
吾 

主
事

道
祖　

貴
文 

主
事

井
上　

弥
生 

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
農
業
委
員
会

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
１
１
５

農
地
等
利
用
関
係
の
調
整
、
農
家
台

帳
、
農
地
相
談

大
黒　

辰
信 

局
長

齋
木　

貴
敬 

主
幹

山
根
江
利
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

【
大
山
支
所
】

▼
建
設
課

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
８
６

道
路
・
大
型
農
道
・
橋
梁
・
河
川
・
砂
防
、

防
犯
灯
、
分
譲
宅
地
管
理

大
前　
　

満 

課
長
兼
支
所
長

赤
川　

佳
隆 

課
長
補
佐

野
口　

節
浩 

現
業
主
幹

門
脇　

一
人 

現
業
主
幹

竹
中　

正
樹 

主
幹
技
師

妹
尾　

昌
彦 

主
任

野
坂　

友
晴 

主
任
（
再
任
用
）

湊
谷　

頼
人 

主
任
技
師

泉　
　

武
秀 

技
師

（
総
合
窓
口
室
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
３
１
１

庁
舎
管
理
、
中
山
支
所
に
配
置
の
な

い
課
の
業
務

國
野　

良
治 

室
長

田
子　

真
理 

主
幹

下
㠀
麻
友
美 

主
任

勝
部　

友
康 

主
任

加
藤　

晴
美 

事
務
員
（
嘱
託
）

▼
観
光
課

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
１
０

観
光
振
興
、
大
山
の
自
然
保
護
、
索

道
事
業

徳
永　
　

貴 

課
長

天
島
か
お
り 

課
長
補
佐

権
田　

直
樹 

主
幹

門
脇　
　

稔 

主
幹

片
山
真
理
子 

主
幹

入
江　

英
慎 
主
任

西
村　
　

済 
主
任

福
留　

洋
美 

観
光
庶
務（
嘱
託
）

（
文
化
財
室
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
３
６

文
化
財
保
護
・
活
用
、伝
統
芸
能
継
承

桑
本　

英
治 

課
長
補
佐
兼
室
長

山
口　
　

剛 

主
幹

橋
井　

貢
司 

主
幹

松
田　
　

剛 

主
任

若
山　

俊
介 

主
事

畑　

さ
お
り 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

鷲
見　

寛
幸 

教
育
長

佐
藤　

康
隆 

次
長

▼
幼
児
・
学
校
教
育
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
１

森
田　

典
子 

課
長

（
学
校
教
育
室
）

学
校
教
育
、
教
育
支
援
、
教
育
相
談

前
田　

繁
之 

参
事
兼
室
長
兼

 
 

指
導
主
事

米
原　

幸
司 

主
幹

野
口　

里
美 

主
幹

當
別
當
隆
寛 

主
任

藤
田　

宏
美 

ス
ク
ー
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー

 
 

（
臨
時
）

森
田
由
紀
子 

事
務
補
助（
臨
時
）

（
名
和
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
４
９

森
田　

典
子 

所
長
（
兼
）

大
塚　

健
一 

主
幹

（
大
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
５
７

森
田　

典
子 

所
長
（
兼
）

大
塚　

健
一 

主
幹
（
兼
）

（
中
山
小
学
校
）

（
０
８
５
８
）
58
‐
２
４
３
９

加
藤　

祥
子 

学
校
司
書（
臨
時
）

畑　
　

夕
子 

学
校
主
事（
臨
時
）

松
田　

紀
子 

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
名
和
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
７
０

佐
藤　

裕
子 

学
校
司
書（
臨
時
）

前
田
真
理
子 

学
校
主
事（
臨
時
）

濱
田
か
お
り 

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
大
山
西
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
２
２
８

鹿
野　

璃
奈 

学
校
司
書（
臨
時
）

尾
古　

愛
子 

学
校
主
事（
臨
時
）

中
嶋　

美
佳 

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
大
山
小
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
１
０
４

小
川　

美
咲 

学
校
司
書（
臨
時
）

保
田　

弘
恵 

学
校
主
事（
臨
時
）

隠
岐　

明
美 

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
中
山
中
学
校
）

（
０
８
５
８
）
58
‐
２
０
１
４

勝
部　

美
枝 

学
校
司
書（
嘱
託
）

山
根
さ
つ
き 

学
校
主
事（
臨
時
）

手
嶋　

真
紀 

学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
名
和
中
学
校
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
２
４

家
森　

睦
子 

学
校
司
書（
嘱
託
）

金
田　

美
希 

学
校
主
事（
臨
時
）

前
田　

美
穂 

学
習
支
援
員（
臨
時
）
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（
大
山
中
学
校
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
０
２
０

竹
歳　

由
美 

学
校
司
書（
臨
時
）

林
原　
　

恵 

学
校
主
事（
臨
時
）

楠
田　

朋
子 
学
習
支
援
員（
臨
時
）

（
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
１

前
田　

繁
之 

セ
ン
タ
ー
長（
兼
）

末
次　

和
也 

教
育
・
研
修
指
導
員（
臨
時
）

（
寺
子
屋
【
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ
内
】
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
０
３
７

石
谷　

伸
子 

教
育
相
談
員（
臨
時
）

井
上　
　

昭 

教
育
指
導
員（
臨
時
）

三
輪　

早
苗 

教
育
指
導
員（
臨
時
）

竹
中
美
奈
恵 

教
育
指
導
員（
臨
時
）

（
幼
児
教
育
室
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
９

保
育
所
、
幼
児
教
育
、
家
庭
教
育

加
藤　

貴
子 

室
長

後
藤　
　

央 

主
任

溝
上　

智
子 

主
任
（
再
任
用
）

（
中
山
み
ど
り
の
森
保
育
園
）　

（
０
８
５
８
）
58
‐
６
０
６
０

大
谷
ひ
ろ
み 

園
長

中
川　

直
美 

副
園
長

大
塚　

知
子 

主
幹
保
育
士

伊
藤　
　

愛 

主
幹
保
育
士

岩
田　

純
子 

主
幹
保
育
士

美
柑
史
緒
里 

主
任
保
育
士

青
木　

愛
実 

主
任
保
育
士

舩
越　
　

唯 

保
育
士

中
原　

慎
子 

現
業
主
幹

山
下　

博
美 

現
業
主
任（
再
任
用
）

勝
部　

真
弓 

保
育
士
（
嘱
託
）

山
田　
　

静 

保
育
士
（
嘱
託
）

村
本
あ
け
み 

保
育
士
（
嘱
託
）

赤
川　

大
子 

保
育
士
（
嘱
託
）

（
名
和
さ
く
ら
の
丘
保
育
園
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
６
５
６
５

森
田
由
美
子 

園
長

増
浦　

祥
子 

副
園
長

山
崎　

幹
子 

主
幹
保
育
士

山
口　

晃
江 

主
任
保
育
士

大
原　

綾
恵 

保
育
士

河
上　

直
輝 
保
育
士

河
本　

晴
菜 
保
育
士

吉
廣　

千
尋 

保
育
士

森
田　

美
咲 

保
育
士

手
島　

昌
美 

現
業
主
幹

中
井　

麻
美 

現
業
主
幹

林
原　

優
子 

保
育
士
（
嘱
託
）

土
山　

美
香 

保
育
士
（
嘱
託
）

加
賀
谷　

早 

保
育
士
（
嘱
託
）

舩
越　

美
香 

保
育
士
（
嘱
託
）

（
庄
内
保
育
所
）　

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
２
７
７

小
籔　

清
美 

所
長

野
口
ひ
と
み 

主
幹
保
育
士

宮
本
は
る
か 

主
任
保
育
士

荒
松　

友
見 

保
育
士
（
嘱
託
）

古
都　

智
恵 

保
育
士
（
嘱
託
）

（
大
山
き
ゃ
ら
ぼ
く
保
育
園
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
１
１
５
５

出
雲
ひ
ろ
み 

園
長

山
根
加
奈
子 

副
園
長

山
本　

奈
美 

主
幹
保
育
士

中
原　

麻
里 

主
任
保
育
士

竹
口
友
紀
子 

主
任
保
育
士

小
玉　

由
衣 

主
任
保
育
士

岩
田　
　

梓 

主
任
保
育
士

徃
西
ひ
か
る 

主
任
保
育
士

福
谷　

幸
与 

保
育
士

吉
野
真
理
子 

保
育
士

池
口　

明
子 

現
業
主
幹

周
山
る
み
恵 

現
業
主
幹

坂
本　

秀
美 

現
業
主
任（
再
任
用
）

田
島
知
佐
子 

保
育
士
（
嘱
託
）

杉
原
智
恵
子 

保
育
士
（
嘱
託
）

大
森　

静
香 

保
育
士
（
嘱
託
）

（
大
山
保
育
所
）　

（
０
８
５
９
）
53
‐
８
１
３
４

佐
々
木
文
子 

所
長

舩
木　

智
子 

主
幹
保
育
士

勝
部　

佳
菜 

保
育
士

大
谷　

未
央 
現
業
主
幹

山
根　

恵
子 
保
育
士
（
嘱
託
）

米
原　

和
子 

保
育
士
（
嘱
託
）

▼
社
会
教
育
課

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
２

西
尾　

秀
道 

課
長

（
生
涯
学
習
室
）

社
会
教
育
、
青
少
年
育
成
、
公
民
館
、

社
会
教
育
、
図
書
館

池
信　

昌
隆 

室
長

林
原　

康
浩 

主
幹
兼
社
会
教
育
主
事

大
嶋　

幸
子 

現
業
主
幹

後
藤　

英
紀 

主
任
（
再
任
用
）

 
 

兼
社
会
教
育
主
事

小
松　

伊
織 

主
事

原
田　

千
草 

事
務
補
助（
臨
時
）

中
央
公
民
館
　（
社
会
教
育
課
内
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
５
２
１
２

西
尾　

秀
道 

館
長
（
兼
）

入
江　

雅
史 

専
門
員

（
中
山
公
民
館
）　

（
０
８
５
８
）
58
‐
２
３
３
４

手
島
千
津
夫 

館
長
（
再
任
用
）

田
中　

由
紀 

事
務
員
（
嘱
託
）

白
根　

由
梨 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
名
和
公
民
館
）　

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
６
８
８

神
坂　

俊
明 

館
長
（
非
常
勤
）

池
本
公
美
恵 

事
務
員
（
嘱
託
）

鷲
見　

義
博 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
図
書
館
名
和
分
館
）

（
０
８
５
９
）
54
‐
２
６
８
８

神
坂　

俊
明 

館
長
（
兼
）

高
見　

啓
子 

司
書
（
嘱
託
）

谷
岡　

文
子 

図
書
事
務（
臨
時
）

（
大
山
公
民
館
）　

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
０
０
３

門
脇　

英
之 

館
長
（
再
任
用
）

金
田　

順
子 

事
務
員
（
嘱
託
）

松
田
美
智
子 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
図
書
館
大
山
分
館
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
３
０
０
３

門
脇　

英
之 

館
長
（
兼
）

米
澤　

奏
子 

司
書
（
臨
時
）

瀬
野
尾
知
子 

図
書
事
務（
臨
時
）

（
大
山
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
８
１
３
９

杉
谷　

伸
一 

セ
ン
タ
ー
長
兼

 
 

集
落
支
援
員（
非
常
勤
）

西
山　
　

恵 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
こ
う
れ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

（
０
８
５
９
）
53
‐
４
１
６
７

金
井　

朋
嗣 

セ
ン
タ
ー
長
兼

 
 

集
落
支
援
員
（
非
常
勤
）

岡
田　

明
美 

事
務
補
助
員（
臨
時
）

（
町
立
図
書
館
）

（
０
８
５
８
）
49
‐
３
０
１
０

船
越　

延
子 

館
長
（
非
常
勤
）

永
井　

美
里 

主
幹
司
書

細
谷　

孝
代 

司
書
（
嘱
託
）

橋
井　

綾
子 

司
書
（
嘱
託
）

市
川　

朋
恵 

司
書
（
臨
時
）
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よろしくお願いします

新規採用職員紹介
（後列・左から）
	 勝部　佳菜	 細谷菜美子	 金田　廉	 中島　佑輔	 原田　康徳

	 （大山保育所）	 （総務課）	 （企画課）	 （福祉介護課）	 （住民課）

（前列・左から）
	 森田　美咲	 金田　結花	 吉野真理子	 吉廣　千尋

	（名和さくら保育園）	 （健康対策課）	 （大山きゃらぼく保育園）	 （名和さくらの丘保育園）

着任しました！

大山診療所所長
兼健康対策課地域医療官
朴
ぱく
　大

て ほ
昊

防災監
斎藤　孝志

伯耆町から派遣
福祉介護課主任
大前　周

中山公民館
館長

手島　千津夫

人権交流センター
所長

松田　博明



25 平成 31年 5月

お
知
ら
せ

大型連休中の公共サービスは
役　　場
窓口業務

診　　療　　所
（名和・大山・大山口）

町立図書館
（本館）

公民館
（中山・名和・大山）

名和クリーン
セ ン タ ー

ス マ イ ル
大 山 号

４／ 27（土）

休　業
休　診

4/27・28
開　館

4/27・28
開　館

③休　業

4/27　運行

４／ 28（日）
休　業

４／ 29（月）

休　館

休　館

４／ 30（火） ②名和診療所   4/30
4/30〜5/2

運　行
５／１（水） ①本庁・戸籍受付のみ ②大山診療所   5/1

５／２（木）

休　業

②大山口診療所 5/2 5/2　開館

５／３（金）

休　診 休　館 休　業
５／４（土）

５／５（日）

５／６（月）

①休業中は戸籍の受付を本庁の日直・宿直がしております。５月１日の戸籍受付（婚姻届など）は本庁で職員も対応します。
住民票など各種証明は、４月26日（金）午後４時までに予約申込された方に休日交付します。（戸籍の証明は休日交付できません）
②診療所の診療（4/30〜5/2）は、主に急患対応とします。
③ごみ収集については、各家庭にお配りしております収集日程表をご覧ください。

◆問い合わせ先　住民課　☎ 0859-54-5210　 中山支所総合窓口室　☎ 0858-58-6111　大山支所総合窓口室　☎ 0859-53-3311
◆各施設の連絡先
 町立図書館 ☎ 0858-49-3010  大山診療所　　 ☎ 0859-53-8002
 中山公民館 ☎ 0858-58-2334  名和診療所　　 ☎ 0859-54-2068
 名和公民館 ☎ 0859-54-2688  大山口診療所　 ☎ 0859-53-3990
 大山公民館 ☎ 0859-53-3003  名和クリーンセンター ☎ 0859-54-5352

スマイル大山号予約センター
☎0800-200-4894

大山町名和マラソンフェスタ2019

５月12日（日） 開催！
　今年も大山町名和マラソンフェスタが名和総合運動公園を発着点に行われ、県内外から多くの選手

が参加されます。

　当日は、9 時 20 分に競技がスタートしますので、沿道から選手の皆様にあたたかいご声援をお願

いします。

　また、大会実施中、会場周辺やコースでは混雑が予

想されますので、ご注意願います。

※参加受付は終了しています。また、大会当日の参加

申込みは受け付けておりませんのでご承知おきくだ

さい。

◆大会事務局（観光課内）　☎ 0859-53-3110
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私たちのまち（４月１日現在）

◯人　口；１６, ２８８人（ー３２）

　　男　：　７, ８７０人（ー２３）

　　女　：　８, ４１８人（　ー９）

◯世帯数；５, ７４１世帯（　　９）

今月の税・保険料
固定資産税 （１期）

納期限５月31日（金）
※期限までに納めましょう

　

入
学
式
を
撮
ろ
う
と
中
山
小
学
校
に
出

か
け
ま
し
た
。
桜
も
満
開
。
時
折
、
風
に

は
ら
り
と
花
び
ら
が
舞
っ
て
い
ま
し
た
。

新
一
年
生
は
、
受
付
で
上
学
年
の
児
童
か

ら
リ
ボ
ン
を
つ
け
て
も
ら
い
、
教
室
へ
。

私
は
式
典
前
の
教
室
で
写
真
を
撮
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
話
を
き
ち
ん

と
聞
き
、
は
っ
き
り
と
返
事
を
返
し
た
一

年
生
。
一
年
生
の
ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
瞬

間
を
見
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
カ
メ
ラ
を

通
し
て
見
る
入
園
や
入
学
式
な
ど
、
春
は

い
つ
も
楽
し
み
で
す
。

　

４
月
中
に
発
行
す
る
た
め
、
今
号
が
平

成
最
後
の
広
報
だ
い
せ
ん
に
な
り
ま
し

た
。
新
年
度
も
頑
張
り
ま
す
。　
（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

なかやま温泉
だより

vol. 60

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。
今
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
10
連
休
と
い

う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心
と
体
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
、
ぜ
ひ
、

な
か
や
ま
温
泉
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

◎
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
一
新
し
ま
し
た
。
今
回
の

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
は
有
効
期
限
が
な

く
、
15
ポ
イ
ン
ト
貯
ま
る
と
、
ご
入

浴
1
名
様
／
1
回
無
料
と
な
り
ま
す
。

回
数
券
・
現
金
の
ど
ち
ら
で
ご
入
浴

さ
れ
て
も
ポ
イ
ン
ト
を
進
呈
い
た
し

ま
す
。

◎
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
も
更
に
充
実
！

●
毎
月
26
日
は
『
お
風
呂
の
日
』。
ご
入

浴
の
方
全
員
に
特
典
が
あ
り
ま
す
。

★
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ス
タ
ン
プ
が
３
個

★
大
人
の
方
は
お
楽
し
み
抽
選
会

★
お
子
さ
ま
は
お
楽
し
み
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
く
じ
引
き
・
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
・
お
や

つ
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
）

●
メ
ン
ズ
デ
ー
（
毎
週
金
曜
日
）

 

ご
入
浴
の
男
性
は
ス
タ
ン
プ
２
個
進
呈

●
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
ー
（
毎
週
水
曜
日
）

 

ご
入
浴
の
女
性
は
ス
タ
ン
プ
２
個
進
呈

●
キ
ッ
ズ
デ
ー
（
毎
日
）

 

小
学
生
以
下
が
対
象
で
毎
日
プ
レ
ゼ

ン
ト
あ
り
（
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ま

も
対
象
で
す
）。

【
ご
利
用
案
内
】

営
業
時
間
：
10
時
～
21
時

休
館
日
：
第
２･

第
４
月
曜
日

入
浴
料
金
：
大
人
４
３
０
円

　
　
　
　
　

小
人
２
１
０
円

和
太
鼓
体
験
デ
ー

　

和
太
鼓
に
興
味
の

あ
る
方
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に

た
た
い
て
み
た
い
方
、
親
子
で

の
体
験
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

5
月
26
日
（
日
）

 

10
時
～
15
時
（
時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
）

◆
場
所　

民
芸
伝
承
館
（
名
和
総
合
運
動

公
園
内
）

◆
対
象　

ど
な
た
で
も

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

名
和
奏
友
会　

代
表
・
平
田
英
二

（
携
帯
）０
９
０
‐
１
１
８
８
‐
９
６
９
８


